
酒田港を拠点とした『観光立県山形』実現のための基盤整備調査

【別添２】調査成果の報告のポンチ絵 【実施主体名：山形県】

○（調査の背景・目的）山形県では平成27年10月に「やまがた創生総合戦略」を策定し、インバウンドをはじ
（調査の手順）

○（調査の背景・目的）山形県では平成27年10月に「やまがた創生総合戦略」を策定し、インバウンドをはじ
めとした誘客の促進を図っており、酒田港ではクルーズ客船の誘致活動を実施している。しかしながら、酒田
港にはこれまで大型クルーズ客船が寄港した実績がないことから、大型クルーズ客船の入出港に係る安全性を
確認する必要があるため、操船及び係留に係る安全性について調査・検討を行った。

調査成果

操船に係る基礎検討

数値シミュレーション

ビジュアル操船実験調査成果

○入出港操船の安全性について
ビジュアル操船実験を行い、航跡図による状態量及び舵や機関等

の制御量から客観的に評価するとともに、立会人及び操船者による
主観的な評価を併せ、操船時の安全性を総合的に評価した。

ビジュアル操船実験

入出港操船の安全性検討・評価

係留の安全性検討・評価

① 大型クルーズ船が安全に入出港できる航行環境や船舶の操船に係る施設の確認・検討
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基盤整備の見込み・方向性
今回の調査により、検討対象とした大型ク

主観的な評価を併せ、操船時の安全性を総合的に評価した。
その結果、対象とした16万総

トン級客船のいずれのケース
（風向、昼夜間、入出港等）に
おいても主機、舵、スラスター
等により十分制御可能と評価さ

係留の安全性検討・評価

航行安全対策の策定
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今回の調査により、検討対象とした大型ク
ルーズ客船が酒田港へ安全に入出港可能である
ことを確認できた。一方で、岸壁の防舷材及び
係船柱の機能強化が必要であったため、これら
の整備を実施し、平成29年３月に完了した。

必要な基盤整備が完了したことから、今後は

等により十分制御可能と評価さ
れた。また、視界制限状態につ
いては、入出港には少なくとも
2,000m以上の視程が必要と評
価された。

図１ 操船実験状況

○ 入港の条件等
風 速 10m/s 以下

表１ 入出港基準

図２ 操船実験結果（航跡図）
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今後の課題
酒田港においては、これまで大型クルーズ客

クルーズ船社に対し酒田港寄港を強く働きかけ
ていく。

対象とした16万総トン級客船については、入出港操船及び係留の安全性に係る
評価を行った結果、クルーズ船寄港に係る管理体制を確立し、入港の条件及び入出
港基準等の入出港対策を遵守することにより、酒田港への入港が可能と判断された。

風 速 10m/s 以下

波 高 1.5m 以下

視 程 2,000m 以上

接岸速度 10cm/s 未満
② 港湾設備の概略設計 酒田港においては、これまで大型クルーズ客

船が寄港した実績がないことから、各観光施設
や商業施設において大勢の観光客を受け入れる
ための態勢強化が必要である。また、外国人観
光客に対応した案内板等の多言語表記やWi-Fi
環境の整備のほか、観光案内通訳等の人材育成
を進めていく必要がある。型 式 受衝板付サークル型

表２ 防舷材の計画仕様

大型クルーズ客船が安全に接岸、係留できる
よう防舷材及び係船柱について検討を行い、表
２及び図３のとおりの仕様・配置を計画した。

1号
岸
壁
取
付
部
 4
8.
94
5

係船曲柱係船曲柱

古湊ふ頭第1号岸壁(-13m) 270.00

14.26 14.3829.6830.2430.2429.9430.5230.2630.2430.24

古湊ふ頭第2号岸壁(-10m) 184.95

係船柱 10.31 10.0524.5914@10.00=140.00

第3号岸壁(-10m)

1,500kN型 70t型
係船曲柱
35t型

係船曲柱
1,500kN型

係船曲柱 1500kN型
係船曲柱 70t型
係船曲柱 35t型

0 10050 200m150

平　面　図

7@20.00=140.00

を進めていく必要がある。
さらに、クルーズ客船の寄港回数の増加を図

るため、船社キーパーソンの招聘やクルーズ見
本市への出展を行うなど酒田港のＰＲを行って
いく必要がある。

型 式 受衝板付サークル型

サ イ ズ 1,150H

設置間隔 20.0m
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 酒田港を拠点とした『観光立県山形』実現のための基盤整備調査 

調査 

主体 
山形県 

対象 

地域 
山形県酒田市 

対象となる 

基盤整備分野 
港湾 

 

１．調査の背景と目的 

酒田港は、日本海に注ぐ最上川の河口部に位置しており、背後には国宝である羽黒山五重塔

をはじめ数多くの観光資源を有していることから、クルーズ客船寄港時には県内観光の玄関口

として重要な役割を担っている（図１）。 

山形県では、平成 27 年 10 月に「やまがた創生総合戦略」を策定し、インバウンドをはじめ

とした誘客の促進等により、観光消費を拡大するという目標を掲げている。これに基づき、酒

田港においては外航クルーズ客船の誘致や受け入れ体制の整備を実施しているところである。 

しかしながら、酒田港にはこれまで５万総トン級のクルーズ客船までしか寄港した実績がな

く、大型クルーズ客船を誘致するにあたり、大型クルーズ客船が安全に入出港できるかの確認

が必要となっている。このため、酒田港における大型クルーズ客船の入出港について、船舶交 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 山形県内における酒田港及び主な観光地の位置 

調査成果報告書 【様式５】 

酒田港（山居倉庫） 

（羽黒山） 

（さくらんぼ狩り） 

（舟下り） 

（銀山温泉） 

山居倉庫 
（酒田市）

銀山温泉（尾花沢市）

羽黒山 
（鶴岡市）

フルーツ狩り
（県内各地）

最上川舟下り（戸沢村）
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通の安全を確保することを目的として、操船及び係留に係る安全性を調査・検討したものであ

る。 

 

２．調査内容 

（1）調査の概要と手順 

Ⅰ 大型クルーズ船が安全に入出港できる航行環境や船舶の操船に係る施設の確認・検討 

酒田港において、クルーズ客船は古湊ふ頭第１号岸壁及び第２号岸壁を使用することとな

る（図２）。港外から岸壁に至るまでの入出港操船や係留の安全性など航行安全について調査

し、入出港の管理体制や入港の条件等の安全対策の検討を行った。 

調査の実施に当たっては、船舶の航行安全に関して専門的な知見を有する学識経験者及び

酒田港を航行する船舶の管理・運航を行う主な利用者や船舶航行関係者を委員とし、酒田港

を管理、管轄する関係官公庁の指導を受ける「酒田港大型客船入出港に係る航行安全調査委

員会」を設置し、図３に示すフローで行った。なお、委員会には操船シミュレーション結果

及び航行安全対策等を事前検討する作業部会を置いた。 

 

委員会及び作業部会の構成 

「委員」                  「関係官公庁」 

（委員長）東京海洋大学 名誉教授 【部会】   第二管区海上保安本部交通部【部会】 

     海上保安大学校 名誉教授【部会】   酒田海上保安部      【部会】 

     一般社団法人日本船長協会       東北地方整備局港湾空港部 

     酒田水先区水先人会   【部会】   東北地方整備局酒田港湾事務所 

     酒田海陸運送株式会社         山形地方気象台 

     日本通運株式会社           酒田市商工観光部 

     酒田曳船株式会社  

     酒田共同火力発電株式会社        

     酒田石油基地協議会          ※【部会】は作業部会の構成員 

     山形県漁業協同組合 

     山形県小型船舶安全協会         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 検討箇所 

古湊ふ頭第１号 
及び第２号岸壁 

回頭水域
航路
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図３ 調査・検討フロー 

 

ア 第１回委員会 

第１回委員会では、16 万総トン級クルーズ客船を

検討対象船舶として決定し（表１）、酒田港の利用状

況などの現状、気象や海象などの航行環境を確認し

た。また、通航路の水深・幅員及び回頭水域の広さ・

水深の照査、防舷材の性能による許容接岸速度の基

礎検討を行った。さらに、ビジュアル操船実験の前

段階として、数値シミュレーションにより検討対象

船舶の運動性能、風波浪等の外力条件が船体運動に

与える一般的な傾向を把握した。その上で、操船が

難しいと考えられる風・波浪・潮流等の条件を次に

実施するビジュアル操船実験の対象ケースとして選

定した。 

図４ 委員会開催状況 
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表１ 検討対象船舶の主な諸元 

 16 万総トン級客船 

全  長 348.0m 

型  幅 41.4m 

喫  水 8.50m 

プロペラ・舵 アジポッド×２ 

 

イ ビジュアル操船実験 

 ビジュアル操船実験では、360°の水平視野と下方視野を備えたフルミッションブリッジ

操船シミュレータを使用し、港湾水域環境及び係留岸壁周辺景観等を再現して実際の操船

をシミュレーションした。図５はビジュアル操船シミュレータの概観である。 

数値シミュレーションによって選定した操船が難しくなると想定される風波浪等の外力

条件のもとで、ビジュアル操船実験を行い、風波浪等の自然環境及び地理的制約が入出港

操船に及ぼす影響を検証し、入出港操船の安全性を評価した（図６）。また、近隣岸壁に停

泊する船舶の影響や霧等による視程制限による影響についても検証・評価を行った。さら

に、出港操船については、夜間条件についても検証・評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ビジュアル操船シミュレータの概観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（シミュレーション状況）         （ブリーフィング状況） 

図６ 実験状況 
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ウ 作業部会 

 作業部会では、ビジュアル操船実験で得られた各操船局面（通航路航行操船、入港着岸

操船、離岸出発操船）（図７）の評価項目について確認を行った。また、係留岸壁のバー

ス長・水深、係留設備の配置や仕様を確認し係留の安全性を評価した。さらに、入出港に

係る管理体制や調整事項について検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 操船局面の概念 

 

エ 第２回委員会 

第２回委員会では、検討対象船舶の操船に係る安全性について、ビジュアル操船実験で

得られた評価の検証を行った。また、係留の安全性についても評価の検証を行い、入出港

に係る航行安全対策を取りまとめた。 

 

Ⅱ 港湾設備の概略設計 

ア 防舷材 

古湊ふ頭第１号岸壁及び第２号岸壁に設置されている防舷材の仕様は、表２に示すとお

りである。港湾の施設の技術上の基準に示される接岸エネルギーの算出式を用いて許容接

岸速度を算出したところ、古湊ふ頭第１号岸壁のサークル型防舷材は 9.2cm/s、第２号岸

壁の V 型防舷材は 5.8cm/s となった（表３）。クルーズ客船の着岸時における安全性を確

保するためには、接岸速度 10cm/s 以上が許容される性能を有する防舷材が必要であるこ

とから、新たな防舷材を設置することとし、その性能について検討を行った。 
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表２ 既存防舷材の仕様 

岸壁 古湊ふ頭第１号 古湊ふ頭第２号 

型式 サークル型防舷材 V 型防舷材 

サイズ 900H 500H×2,000L 

設置間隔 15.0 m 10.0 m 

吸収エネルギー

※ 

315 kN･m 

（283.5 kN･m） 

123 kN･m 

（110.7 kN･m） 

（設置状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内は性能公差-10%を考慮した値 

   接岸エネルギーの算出式 Ef＝
�

�
MsVb

2CmCeCsCc 

   ここに Ef：船舶の接岸エネルギー 

       Ms：船舶の質量（排水量） 

       Vb：船舶の接岸速度 

       Cm：仮想質量係数 

       Ce：偏心係数 

       Cs：柔軟性係数 

       Cc：バースの形状係数 

 

表３ 既存防舷材の許容接岸速度 

 許容接岸速度 備考 

古湊ふ頭第１号岸壁 

（サークル型防舷材） 
9.2 cm/s Ef＝32,798.6 V2 

古湊ふ頭第２号岸壁 

（V 型防舷材） 
5.8 cm/s Ef＝31,713.0 V2 

 

イ 係船柱 

港湾の施設の技術上の基準において、係船柱に作用する船舶の牽引力の標準値は 10 万総

トン以下までしか示されておらず、10 万総トンを超える船舶の牽引力については、「気象・

海象条件、係留施設の構造、既往の牽引力の実測資料等を考慮して定める必要がある。」

とされている。このため、検討対象船舶に対応する係船柱の配置及び仕様について検討を

行った。 

 

 



 

（2）調査結果

Ⅰ 大型クルーズ船が安全に入出港できる航行環境や船舶の操船に係る施設の確認・検討

検討対象船舶

性について調査を行い

りまとめた

ア 

 ビジュアル操船実験の結果

及び舵や機関等の制御量から客観的に評価するとともに、立会人及び操船者による主観的

な評価を併せ、操船時における安全性を総合的に評価

 風速

スにおいて

図９）

 また、視界制限状態については、目標となる物標の把握や小型船舶への対応を考慮

場合
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図 11 係留計画（出船左舷着け） 

 

ウ 結論 

入出港操船の安全性及び係留の安全性について検証し、次に示す管理体制の確立、入港

の条件及び入出港対策を遵守することにより、大型クルーズ客船は酒田港への入港が可能

と判断された。 

（ｱ）管理体制の確立 

港湾管理者が入出港の管理責任者となり、酒田港利用者等の協力を得て対象船舶の運

航に係る安全管理体制を確立し、入出港に係る調整、入出港基準の遵守等について管理

する。 

（ｲ）入港の条件 

   ａ 操船水域 

   （a）水深 

 係留岸壁前面を含む操船水域は、対象船舶の入出港時最大喫水の 10％以上の余裕

水深が確保できる水深であること。 

（b）回頭水域の広さ 

 回頭水域は、対象船舶の全長の２倍以上の直径の円が確保できる広さであること。 

    ｂ 係留岸壁 

 係留岸壁の防舷材は、対象船舶の接岸速度 10cm/s 以上が許容される性能であるこ

と。 

 （ｳ）入出港対策 

   ａ 入出港の基準 

入出港の基準は表４に示すとおりであり、入港の時間は日出から日没までの間とす

る。 

表４ 入出港の基準 

風  速  10m/s 以下 

波  高  1.5m 以下（港外波高） 

視  程  2,000m 以上 

接岸速度  10cm/s 未満 

 なお、次の場合は、入港を中止すること。 

（a）係留停泊中に係留限界風速を超えることが予想される場合 
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（b）台風及び低気圧の急速な発達等による強風が予想される場合 

（c）津波警報・注意報が発表された場合 

（d）その他着岸に支障をきたす異常事態が発生した場合 

   ｂ 進路警戒船 

対象船舶が港内及び航路航行中は、進路警戒船を配備して、漁船、プレジャーボー

ト等の小型船に対する警戒に当たらせること。また、夜間出港においては、探照灯に

よる物標の照射及び操船目標として支援させること。 

ｃ 水先人 

入出港には、港内情勢に精通した水先人を乗船させること。 

ｄ 曳船 

当時の条件等の事態急変時の操船支援に備え、入出港には 3,100 馬力以上の曳船を

配備すること。なお、進路警戒船として 3,100 馬力以上の曳船が配備されている場合

には、進路警戒船が兼務することができるものとする。 

ｅ 操船の留意点 

（a）事前に水先人と船長の意思疎通を図る。 

（b）港口部における河川流の影響に注意する。 

（c）風圧影響を強く受けることを考慮して操船する。 

（d）着岸に当たっては、防舷材の強度を考慮して、できるだけ船体を岸壁と平行にす

る。 

 

Ⅱ 港湾設備の概略設計 

ア 防舷材 

新たに設置する防舷材が、対象船舶に対して接岸速度 10cm/s 以上が許容される性能を有

するよう検討を行い、表５のとおり仕様を計画した。 

 

表５ 計画防舷材の仕様 

岸壁 古湊ふ頭第１号、第２号 

型式 受衝板付サークル型防舷材 

サイズ 1,150H 

設置間隔 20.0 m 

吸収エネルギー※ 
437 kN･m 

（393 kN･m） 

※（ ）内は性能公差-10%を考慮した値 

 

 前述の接岸エネルギーの算出式を用いて許容接岸速度を算出したところ、表６の結果と

なり、検討対象船舶は安全に入港が可能であると判断された。 

 

表６ 計画防舷材の許容接岸速度 

 許容接岸速度 備考 

古湊ふ頭第１号、第２号岸壁 

（受衝板付サークル型防舷材） 
10.4 cm/s Ef＝35,921.3 V2 
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イ 係船柱 

検討対象船舶に対応する係船柱の配置及び仕様について検討を行い、図 12 のとおり計画

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 計画係船柱の配置及び仕様 

 

 検討対象船舶について、入船右舷着け及び出船左舷着けの各々のケースで係留力計算を行

ったところ、２.(2)Ⅰイ「係留の安全性」に示した結果となり、検討対象船舶は安全に入港

が可能であると判断された。 

 

３．基盤整備の見込み・方向性 

今回の調査により、検討対象とした大型クルーズ客船が酒田港へ安全に入出港可能であるこ

とを確認できた。 

一方で、古湊ふ頭第１号及び第２号岸壁の防舷材及び係船柱の機能強化が必要であったため、

防舷材及び係船柱の整備を実施し、平成 29 年３月に完了した。 

必要な基盤整備が完了したことから、今後はクルーズ船社に対し酒田港寄港を強く働き掛け

ていく。 

 

４．今後の課題 

酒田港においては、これまで大型クルーズ客船が寄港した実績がないことから、各観光施設

や商業施設において大勢の観光客を受け入れるための態勢強化が必要である。また、外国人観

光客に対応した案内板等の多言語表記や Wi-Fi 環境の整備のほか、観光案内通訳等の人材育成

を進めていく必要がある。 

さらに、クルーズ客船の寄港回数を増加させ、インバウンドをはじめとした誘客の促進を図

るため、船社キーパーソンの招聘やクルーズ見本市への出展を行うなど酒田港のＰＲを行って

いく必要がある。 
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